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町 の 人 口 

人 口 9,397人 （減6) 

男 4,486人 （ 0) 

女 4,911人 （減6) 

世帯数 2,945世帯（増2) 

出生 14人 転入 39人 

死亡 6人 転出 53人 

(53年5月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

, 

トリム運動に汗だくの一日 
 婦人協の体力づくり講習会 

〇鼻〇庭讐督に取り世める体力つくりを 一りわゆるトリム運動の講習会が6月巧 
6 日、町民会館で行われた。これは赤池町婦人会協議会（中村千鶴会長）が、家庭 

婦人の健康増進、体位向上を目的に取り組んだ初の行事b この日は町内各地区から70人の 

婦人が参加し、宮田町スポーツ主事、広門健一先生の指導を受け、汗だくの一日をすごし 

た。講習内容は、タオルを使った柔軟体操、座ぶとんのジャンフ運動等多彩で、家庭でも 

簡単にできるものばかり。願わくば、この日覚えた体操が、全家庭に普及されんことを。 
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「執心なプレーに拍手 

L―みんなの力で盛りあげよう 

バ
レ
L
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
町
内
婦
人
層
の
親
睦
を
は
か
ろ
う
ー
 

こ
と
し
も
ま
た
バ
レ
ー
部
主
催
に
よ
る
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
長
期
リ
ー
 

グ
戦
が
は
じ
ま
っ
た
。
 

【
写
真
は
、
十
四
支
所
池
田
選
手
の
美
技
】
 

川聞“川川~川川I~ 

〇
・
・
第
二
回
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
リ
ー
グ
 

戦
は
六
月
七
日
に
開
幕
し
た
。
こ
の
リ
 

ー
グ
戦
に
四
、
七
、
八
、
十
、
十
二
、
 

十
四
、
十
五
、
十
八
支
所
の
八
チ
ー
ム
 

が
参
加
、
上
野
小
体
育
館
で
ま
ず
四
支
 

所
対
十
八
支
所
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
 

〇
…
長
期
リ
ー
グ
戦
に
な
る
と
家
庭
や
 

地
域
の
協
力
が
絶
対
必
要
と
あ
っ
て
、
 

こ
と
し
は
ひ
と
月
一
試
合
だ
け
。
会
場
 

の
設
営
、
線
審
等
は
自
分
た
ち
の
手
で
、
 

体
育
指
導
員
や
事
務
局
に
は
迷
惑
を
か
 

か
け
ま
い
と
、
運
営
面
を
大
合
理
化
。
 

〇
…
マ
マ
さ
ん
の
真
剣
な
取
り
組
み
に
 

応
援
団
も
ふ
え
た
。
た
と
え
ば
四
支
所
 

の
青
年
、
十
四
、
十
八
支
所
は
ト
ウ
チ
 

ャ
ン
た
ち
。
懸
命
に
プ
レ
ー
す
る
選
手
 

に
敵
味
方
な
く
盛
ん
な
拍
手
、
声
援
。
 

〇
…
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
め
ざ
す
こ
 

の
長
期
リ
ー
グ
戦
、
各
位
の
協
力
を
得
 

て
、
こ
と
し
も
是
非
成
功
さ
せ
た
い
。
 

六
月
四
試
合
の
戦
績
は
左
の
と
お
り
。
 

町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド
 

今
秋
か
ら
使
え
そ
う
 

町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド
（
町
民
会
館
裏
 

側
に
建
設
中
）
が
、
今
秋
か
ら
使
用
で
 

き
そ
う
だ
。
 

六
月
二
十
三
日
開
催
の
第
十
七
回
体
 

育
指
導
委
員
会
（
林
道
治
代
表
委
員
）
 

は
、
役
場
の
木
村
企
画
室
長
を
招
ね
き
、
 

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
町
民
総
合
グ
ラ
ン
 

ド
関
係
の
説
明
を
受
け
た
。
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
●
野
球
場
は
七
月
 

か
ら
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
、
審
判
、
用
具
室
、
 

本
部
席
、
内
外
野
フ
ェ
ン
ス
等
工
事
に
 

着
工
し
九
月
竣
工
、
今
秋
十
月
頃
か
ら
 

使
用
で
き
る
見
通
し
、
●
陸
上
競
技
場
 

も
併
行
し
て
工
事
を
す
す
め
る
、
と
い
 

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
、
関
係
者
で
 

使
用
規
程
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
 

十
七
支
所
野
が
優
勝
 

世
郵
和
第
十
回
町
民
バ
レ
ー
 

第
十
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
 

五
月
二
十
八
日
、
町
民
会
館
、
上
野
小
 

体
育
館
に
会
場
を
わ
け
て
盛
大
に
挙
行
 

さ
れ
た
。
 

こ
の
大
会
に
男
子
は
四
、
八
、
十
、
 

十
七
、
十
八
、
十
九
支
所
の
六
チ
ー
ム
、
 

十
八
支
所
2
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真
夏
の
恒
 

例
行
事
、
第
 

、
つ
 

十
七
回
田
川
 

郡
民
体
育
大
 

会
が
こ
と
し
 

も
七
月
三
十
 

日
、
八
月
一
一
 

十
日
の
両
日
、
 

方
城
町
を
主
 

会
場
に
行
わ
 

れ
る
。
 

昨
年
は
陸
 

上
競
技
で
一
一
 

十
支
所
の
村
 

上
浩
二
く
ん
が
千
五
百
H
、
五
千
H
で
 

優
勝
、
剣
道
は
一
般
の
部
（
上
村
常
夫
、
 

武
末
一
郎
、
太
田
淳
一
の
三
氏
）
で
勝
 

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
県
大
会
に
出
場
し
て
い
 

る
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
競
技
で
婦
人
団
 

八
支
所
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支
 
居
岡
川
藤
田
原
村
肝
国
 

田
谷
 

谷
田
 

体
一
位
、
老
人
団
体
」
位
な
ど
、
本
町
 

は
輝
か
し
い
成
績
を
あ
げ
て
い
る
。
 

体
協
で
は
、
こ
と
し
も
大
選
手
団
を
 

送
る
べ
く
関
係
者
で
進
」
備
を
す
す
め
て
 

い
る
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は
次
回
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の
理
事
会
で
協
議
さ
れ
る
。
 

な
お
、
郡
体
は
七
月
三
十
日
に
水
泳
 

と
軟
式
野
球
、
八
月
二
十
日
は
そ
の
他
？
 

の
競
技
と
な
っ
て
お
り
、
赤
池
町
民
会
 

館
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
場
に
な
る
。
 

フ
ァ

II
、
リ
ー
ズ
初
の
栄
冠
 

か“)（」」 

廿
 
六
月
の
連
盟
野
球
大
会
」
 

体
協
軟
式
野
球
連
盟
（
大
久
保
日
吉
 

部
長
）
主
催
、
六
月
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
 

大
会
が
四
日
、
十
八
日
の
両
日
、
中
学
 

校
G
に
総
勢
＋
五
チ
ー
ム
を
集
め
て
行
 

わ
れ
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
も
と
も
と
リ
ー
グ
戦
 

形
式
で
あ
っ
た
が
、
グ
ラ
ン
ド
が
確
保
 

で
き
ず
毎
月
の
単
発
行
事
に
な
っ
た
。
 

六
月
大
会
は
、
五
月
の
覇
者
ォ
リ
バ
 

破
し
た
十
支
 

所
の
フ
ァ
ミ
 

リ
ー
ズ
が
、
初
の
栄
冠
を
構
誼
け
し
た
。
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
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オ
リ
バ
ー
ズ
大
敗
 

春
の
ソ
フ
ト
筑
豊
支
部
大
会
 

五
月
二
十
八
日
、
田
川
高
G
で
行
わ
 

れ
た
五
十
三
年
度
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

筑
豊
支
部
大
会
に
単
独
出
場
し
た
オ
リ
 

然
 協
 纏m
一襲 

議
 』

 
一 

懸
 一

 

ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
に
日
夜
腐
心
 

理
事
会
 

体
協
の
会
議
で
 

評
議
貝
会
に
次
ぐ
 

決
議
機
関
が
、
こ
の
理
事
会
。
い
わ
ば
 

体
協
の
中
枢
神
経
に
あ
た
る
。
理
事
の
 

構
成
は
、
地
区
公
民
館
か
ら
一
名
、
老
 

人
、
婦
人
、
子
供
会
、
商
工
会
等
関
係
 

団
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
名
が
選
出
さ
れ
 

現
在
三
十
二
名
。
そ
れ
に
体
協
」
尻
（
」
等
 

常
任
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
十
二
名
、
事
 

務
局
を
加
え
る
と
五
十
名
近
い
陣
容
に
 

な
る
。
 

こ
の
理
事
会
で
、
体
協
の
い
ろ
ん
な
 

取
り
決
め
が
協
議
決
定
さ
れ
る
。
た
と
 

え
ば
、
先
日
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
 

二
回
理
事
会
 

地
域
助
成
金
問
題
に
 

つ
い
て
、
 

「
思
い
つ
き
の
単
発
行
事
に
 

助
成
金
は
お
か
し
い
、
今
後
は
地
区
の
 

年
間
計
画
に
あ
げ
ら
れ
た
行
事
に
の
み
 

助
成
し
て
は
ど
う
か
』
 

「
地
区
総
出
の
 

一
種
目
行
事
と
、
少
数
参
加
の
多
種
目
 

行
事
の
助
成
額
問
題
』
等
が
真
剣
に
協
 

議
さ
れ
た
。
 

体
協
の
活
動
は
、
各
専
門
部
、
各
団
 

体
は
勿
論
、
地
区
公
民
館
の
積
極
的
な
 

協
カ
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
 

っ
て
、
理
事
会
は
、
本
町
の
社
会
体
育
 

面
に
、
大
き
な
任
務
と
責
任
を
も
っ
た
 

大
切
な
機
関
と
い
え
る
。
 

常
任
理
事
会
 

常
任
理
事
会
 

は
会
長
、
副
会
 

長
、
会
計
、
専
門
部
会
部
長
、
体
育
指
 

導
委
員
代
表
お
よ
び
幹
事
に
よ
り
構
成
 

し
、
評
議
貝
会
、
理
事
会
の
決
定
に
基
 

づ
き
日
常
会
務
を
処
理
熱
行
す
る
 

と
会
則
に
あ
る
よ
っ
に
、
理
事
会
で
決
 

定
し
た
こ
と
を
執
行
す
る
機
関
が
常
任
 

理
事
会
で
あ
る
。
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所
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バ
ー
ズ
は
、
添
田
商
工
会
青
年
部
と
対
 

戦
し
 14 

対
1
で
大
敗
し
た
。
出
場
メ
ン
 

バ
ー
は
清
原
監
督
以
下
、
日
高
、
高
橋
、
 

池
田
、
河
野
、
立
花
、
日
野
、
田
中
、
 

清
原
、
佐
藤
、
増
住
、
大
城
、
有
吉
。
 

. 
、 

メ
ッ
ツ
竹
沢
尊
晴
選
手
、
右
へ
快
打
 

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
対
メ
ッ
ツ
戦
か
ら
）
 

三
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三一
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三
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三
三
三
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三
三
三
！
三
 

メ
ン
バ
ー
は
、
体
協
三
役
と
各
専
門
 

部
長
、
体
指
委
代
表
委
員
、
そ
れ
に
事
 

務
局
計
＋
五
名
で
構
成
さ
れ
、
社
会
体
 

育
全
般
に
わ
た
っ
て
企
画
立
案
、
運
営
 

面
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

先
に
行
わ
れ
た
第
二
回
常
任
理
事
会
 

で
は
、
春
季
行
事
の
反
省
が
な
さ
れ
た
。
 

た
と
え
ば
、
町
民
バ
レ
ー
男
子
選
手
の
 

年
齢
制
限
問
題
、
チ
ー
ム
編
成
に
お
け
 

る
近
隣
二
地
区
と
カ
近
接
二
地
区
〉
の
 

問
題
等
に
論
議
が
百
出
し
た
。
 

常
任
理
事
会
は
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
 

に
対
す
る
関
心
キ
嵩
め
、
そ
の
環
境
づ
 

く
り
に
日
夜
腐
心
し
て
お
り
、
母
体
で
 

あ
る
理
事
会
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
。
 

女
子
は
四
、
七
、
 

八
、
十
、
十
二
、
 

十
四
、
十
五
、
十
 

六
、
十
八
、
十
九
 

支
所
か
ら
十
チ
ー
ム
が
参
加
、
日
頃
の
 

練
習
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
、
 

み
ご
た
え
の
あ
る
試
合
が
展
開
さ
れ
た
。
 

こ
の
日
の
戦
績
は
、
次
の
と
お
り
。
 

【
男
子
】
●
十
七
支
所
●
十
支
所
 

【
女
子
】
●
十
五
支
所
●
十
八
支
所
 

春
は
三
勝
五
敗
に
終
る
 

女
子
青
年
の
バ
レ
ー
リ
ー
グ
戦
 

田
川
市
郡
女
子
青
年
バ
レ
ー
春
季
リ
 

ー
グ
戦
に
参
加
し
た
体
協
青
年
女
子
バ
 

レ
ー
部
は
、
六
月
二
十
五
日
全
日
程
を
 

終
リ
、
戦
績
は
三
勝
五
敗
で
ク
ラ
ウ
ン
 

級
。
田
川
市
に
二
勝
、
金
田
町
に
一
勝
 

一
敗
、
香
春
、
添
田
町
に
二
敗
し
た
『
 

赤
池
の
魔
女
』
 
の
顔
ぶ
れ
は
、
西
、
亀
 

谷
姉
妹
、
河
崎
、
門
柳
、
山
本
、
小
銭
、
 

篠
崎
、
二
宮
、
森
、
立
川
の
十
一
人
。
 

門
村
俊
三
コ
ー
チ
指
導
の
も
と
、
秋
季
 

リ
ー
グ
戦
め
ざ
し
て
力
始
動
ク
ノ
‘
 

り
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六
月
四
 

婦
人
親
善
バ
レ
ー
に
善
戦
 
日
に
行
 

れ
た
田
川
郡
家
庭
婦
人
親
善
バ
レ
ー
に
 

町
代
表
で
出
場
し
た
十
五
支
所
と
＋
、
 

十
八
支
所
連
合
チ
ー
ム
は
、
島
廻
、
香
 

春
町
、
糸
田
、
川
崎
町
と
対
戦
し
、
両
 

チ
ー
ム
と
も
仲
よ
く
一
勝
一
敗
。
 

・γ・γ＋・γ・γ 

昨
秋
雨
 

高
令
者
ゲ
ー
ト
秋
に
延
期
 
で
中
止
 

に
な
っ
た
高
令
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

を
六
月
四
日
、
十
一
日
に
計
画
し
た
と
 

こ
ろ
、
今
回
も
ま
た
雨
の
た
め
中
止
に
 

な
っ
た
。
体
協
で
は
各
地
区
か
ら
十
五
 

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
 

し
て
、
秋
に
再
度
開
催
す
る
予
定
。
 

・γ・γ＋・γ・γ 

体
協
バ
ド
ミ
ン
 

A
ク
ラ
ス
に
昇
格
 
ト
ン
部
が
直
方
 

市
民
大
会
に
B
ク
ラ
ス
で
出
場
、
s
で
 

清
原
裕
選
手
（
十
八
支
所
）
が
優
勝
、
 

W
で
も
清
原
、
藤
田
組
が
準
優
勝
し
て
 

A
ク
ラ
ス
昇
格
が
決
定
し
た
。
 

薫
 

九
日
n
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
 

十
五
日
廿
婦
人
民
謡
大
会
（
盆
踊
り
用
）
 

ニ
十
三
日
廿
子
供
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
 

男
子
ソ
フ
ト
、
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
 



(5） 第186号 昭和53年7月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第186号 昭和53年7月1日 け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

臨
時
生
活
福
祉
給
付
金
 

六
千
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
 

昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税
の
特
別
減
 

税
に
見
合
う
施
策
と
し
て
、
次
の
方
に
 

臨
時
生
活
福
祉
給
付
金
「
六
千
円
」
が
 

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

O
福
祉
主
ム
皿
（
老
齢
、
障
害
、
母
子
、
 

準
母
子
）
受
給
者
 

●
児
童
奪
（
養
手
当
受
給
者
 

●
特
別
児
童
抹
養
手
当
受
給
者
 

●
福
祉
手
当
受
給
者
 

●
原
爆
被
爆
者
手
当
（
特
別
手
当
、
健
 

康
管
理
手
当
、
保
健
手
当
）
受
給
者
 

▽
但
し
、
こ
の
給
付
金
は
次
の
方
に
は
 

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

●
六
千
円
以
上
の
特
別
減
税
を
受
け
 

ら
れ
る
方
 

●
生
活
保
護
者
 

●
児
童
福
祉
施
設
、
老
人
福
祉
施
設
 

等
施
設
入
所
者
 

▽
申
請
手
続
 

福
祉
年
金
●
に
つ
い
て
は
、
住
民
課
 

年
金
係
窓
ロ
⑤
番
、
そ
の
他
●
ー
●
に
 

つ
い
て
は
、
福
祉
同
和
課
福
祉
係
窓
ロ
 

⑥
番
に
お
い
て
手
続
を
行
い
ま
す
。
 

七
月
十
五
日
ま
で
印
鑑
、
手
帳
持
参
 

の
う
え
、
お
い
で
下
さ
い
。
 

※
な
お
、
こ
の
給
付
金
は
あ
く
ま
で
 

本
人
の
申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の
 

で
あ
り
、
申
請
の
な
い
方
に
は
支
給
さ
 

れ
ま
せ
ん
の
で
、
申
請
も
れ
の
な
い
よ
 

う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
各
係
ま
で
お
た
ず
 

ね
下
さ
い
。
 

全
面
通
行
止
め
に
よ
り
 

仮
設
道
路
が
設
置
さ
れ
ま
す
 

8
月
ー
日
ー
 12 

月
末
ま
で
 

、
県
道
小
竹
ー
赤
池
線
バ
イ
パ
ス
と
」
 

「
町
道
出
口
ー
猿
畑
線
の
一
区
間
 
、 

上
野
橋
架
設
工
事
に
伴
い
、
県
道
小
 

竹
ー
赤
池
線
バ
イ
パ
ス
と
町
道
出
口
ー
 

猿
畑
線
の
一
区
間
が
八
月
一
日
か
ら
十
 

ニ
月
末
ま
で
全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
 

す。 

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
全
面
通
行
止
め
 

に
対
処
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
仮
設
 

道
路
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
仮
設
道
路
は
全
面
通
行
 

、ノ 

ー

 

。
 

編

優

秀

作

品

に

 

大
 
場
 
安
 
広
 
さ
ん
 

「
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
 

五
月
二
十
六
日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら
 

町
民
会
館
に
お
い
て
、
作
品
三
百
七
十
 

三
点
を
持
ち
寄
り
合
評
し
た
。
 

《
今
月
の
優
秀
作
品
〉
 

一
席
「
三
角
勝
一
」
 

二
席
コ
F
塚
 

栄
太
郎
」
 

「
肩
「
太
田
勝
正
」
 

四
 

席
「
」
毛
嘉
一
」
 

五
席
「
岡
部
日
出
 

「子供 た ち」 大 場 安 広 さん 

‘． 

雄議露毒ら舞，麟鍵 
鷲え”季にー器ご“ミ鷺 
と‘”，~ 

‘肇ご雫海1＝で’S弘鱗k, 

罵麟馨ぎ無繊 
～二 
．ー．．ヒ産~ 

、 

つつじ菓150本ノ大浦池堤防に 

～大浦、鋤木田老人クラブ～ 

4月30日（日）、五区大浦池堤防工事が完成し、その堤 

防に緑をと、大浦老人クラブ（平元繁松会長）、鋤木田 

老人クラブ（安永源吾会長）カ切叫公広氏の協カを得て、 

つつじ苗木150本を植苗しました。 

これからは、このつづじ苗木を折ったり、引き抜いた 

りしないように大切に見守ってあげましょう。 

朗」 

六
席
「
加
藤
 
洋」 

七
席
「
 

永
尾
富
男
」
 

八
席
「
大
場
安
店
 

（評） 
処
何
か
と
山
里
で
撮
し
た
子
供
た
ち
 

と
の
記
念
写
真
で
あ
ろ
う
が
、
田
舎
の
 

子
供
た
ち
の
表
情
が
実
に
良
い
タ
イ
ミ
 

ン
グ
で
撮
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
又
逆
光
 

ー
 

役場の人事異動 

-6 月2日付― 
」
 

六
月
二
日
付
で
、
次
の
 

と
お
り
人
事
異
動
を
行
い
 

ま
し
た
。
（
 

）
内
は
前
職
 

〈
課
邑
 

●
税
務
課
長
 
近
藤
利
春
 

（
議
会
事
務
局
長
）
 

●
 

老
人
ホ
ー
ム
荘
長
 
長
谷
 

川
久
丸
（
住
民
課
長
）
 

●
住
民
課
長
 
森
正
則
（
 

町
立
病
院
事
務
長
）
 

・
 

議
会
事
務
局
長
 
世
良
英
 

次
（
税
務
課
長
）
 

●
産
 

業
振
興
課
長
 
林
省
吾
（
 

産
業
振
興
課
長
補
佐
）
 

●
町
立
病
院
事
務
長
 
江
 

藤
剛
（
総
務
課
長
補
佐
）
 

●
企
画
室
長
補
佐
 
藤
 

村
友
也
（
企
画
室
企
画
開
 

発
鉱
室
尿
長
）
 

●
総
務
 

課
長
補
佐
 
長
谷
川
決
（
税
務
課
賦
課
 

係
長
）
 

●
住
民
課
長
補
佐
 
安
永
正
 

和
（
住
民
課
国
保
衛
生
係
長
）
 

●
建
 

設
課
長
補
佐
 
木
村
邦
治
（
建
設
課
労
 

働
係
長
）
 

●
町
立
病
院
事
務
長
補
佐
 

伊
東
信
人
（
町
立
病
院
係
長
）
 

●
 

福
祉
同
和
課
長
補
佐
 
藤
野
八
郎
（
福
 

祉
同
和
課
同
和
係
長
）
 

《
係
長
〉
 

●
住
民
課
国
民
年
金
係
長
 
山
末
直
美
 

（
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
長
）
 

●
 

産
業
振
興
課
農
政
兼
商
工
振
興
係
長
 

太
田
勝
正
（
福
祉
同
和
課
福
祉
係
長
）
 

●
税
務
課
賦
課
係
長
 
立
花
数
広
（
 

総
務
課
財
政
係
長
）
 

●
福
祉
同
和
課
 

福
祉
係
長
 
北
川
勝
（
総
務
課
庶
務
係
 

） 

●
総
務
課
財
政
係
長
 
安
武
憲
明
 

（
総
務
課
財
政
係
）
 

・

●

ー

 

・

●

ー

 

・

●

ー

 

＋ー 
＋

ー

 

＋
ー
 

・

，

ー

 

止
め
に
な
る
 

八
月
一
日
か
 

ら
十
二
月
末
×
い
J
 

一
灘
総
 」

 

ま
濡
期
間
甑
 

い
ま
す
c
 

」報． 

住
民
の
皆
『
◇
』
 一

 

さ
ん
の
ご
協
 

力
を
お
願
い
 

い
た
し
ま
す
。
 

業
 
業
 

/
 

で
写
し
て
い
る
の
で
山
里
の
空
気
感
が
 

良
く
現
わ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
作
品
 

を
盛
り
あ
げ
て
い
る
。
見
る
人
に
写
真
 

機
を
意
識
さ
せ
な
い
程
、
好
感
の
持
て
 

る
写
真
だ
。
 

（
早
谷
）
 

鷲隣冒「泥かぶら」 

7月16日（日）公演さる 

―新制作座― 

赤
池
町
青
年
連
合
会
主
催
、
赤
池
町
 

協
賛
、
赤
池
町
教
育
委
員
会
、
赤
池
町
 

地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
、
赤
池
町
子
 

。

一

 

j

 

供
静
成
連
絡
協
議
会
後
援
に
よ
り
、
七
 

月
十
六
日
（
日
）
午
後
七
時
か
ら
、
赤
池
 

町
民
会
館
に
お
い
て
、
清
純
な
美
し
い
 

人
間
の
魂
を
香
り
高
く
描
が
く
感
動
の
 

珠
玉
編
、
真
山
美
保
作
、
新
制
作
座
の
 

演
出
に
よ
り
文
部
大
臣
奨
励
賞
受
賞
の
 

「
泥
か
ぶ
ら
」
が
公
演
さ
れ
ま
す
。
 

人
間
不
在
と
い
わ
れ
る
昨
今
、
人
間
 

と
し
て
の
真
の
心
の
美
し
さ
を
育
て
る
 

こ
の
 
「
泥
か
ぶ
ら
」
は
、
小
学
生
か
ら
 

老
人
に
至
る
ま
で
十
分
理
解
で
き
る
し
、
 

そ
の
愛
の
心
を
、
自
分
に
引
き
入
れ
る
 

こ
と
が
出
来
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
 

是
非
皆
さ
ん
方
に
観
劇
し
て
い
た
だ
き
 

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

入
場
料
は
、
大
人
二
千
円
、
子
供
（
 

小
・
中
・
高
生
）
八
百
円
で
す
。
 

皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す。 

☆
 

和
名
 
文
月
（
ふ
み
づ
き
）
 

書
物
の
虫
ぽ
し
を
す
る
こ
と
か
ら
、
 

文
書
を
ひ
ろ
げ
月
文
月
と
な
ま
っ
た
も
 

の。 1
日
（
土
）
 

2
日
（
日
）
 

7
日
（
金
）
 

10 

日
（
月
）
 

11 

日
（
火
）
 

13 

日
（
木
）
 

14 

日
（
金
）
 

15 

日
（
土
）
 

16 

日
（
日
）
 

20 

日
（
木
）
 

21 

日
（
金
）
 

23 

日
（
日
）
 

26 

日
（
水
）
 

28 

日
（
金
）
 

全
国
安
全
週
間
・
更
生
保
 

護
の
日
・
博
多
山
笠
（
諾
）
 

半
夏
生
・
略
略
記
念
日
 

七
タ
・
小
暑
 

国
土
建
設
週
間
・
飯
塚
紙
 

園
祭
 

尖
肩
紙
園
太
鼓
 

盆
の
入
り
・
精
霊
会
 

検
疫
記
念
日
・
パ
リ
祭
 

勤
労
青
少
年
の
日
 

盆
送
り
火
・
や
ぶ
入
り
・
 

家
庭
の
日
 

土
用
・
海
の
記
念
日
 

若
松
夏
ま
つ
り
 

町
民
営
火
祭
 

学
校
夏
休
み
（
小
・
史
子
校
）
 

大
暑
 

土
用
の
丑
 

多
賀
神
社
夏
越
祭
り
 

▽
人
生
意
気
に
感
ず
 

短
気
は
損
気
△
 

’油断する親の心に水の事故 

（第2期分） （納期限 7月31日） 

―町税は納期内に納めましよう ― 

赤 池 町 
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